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【研究概要】  

これまでに申請者は映像表現を主軸にした美術作品を国内外で発表し、同時に教

育者としてメディアアート手法を応用した実習授業を実践している。その経験か

ら、メディア表現教育の現場で使用される教具の重要性と、現状の不備を感じてい

る。本研究では、映像メディア環境の変化に対応した学習支援ツールや授業プログ

ラムの開発を目的とする。その際、動画撮影者の身体性の表れであるカメラワーク

（対象を追うカメラの動き）に着目し、動画撮影者の動作を記憶・再現するツール

を開発する。さらに、当該ツールを用いたメディア表現・受容能力の育成を促進す

る、実用性の高い教育プログラムを作成する。 

本研究によって、映像文法を理解する能力および撮影者のメッセージを受容する

能力の向上が促され、より多様な視聴覚メディア表現を生み出すきっかけになり得

る。  


